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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年11月6日(2008.11.6)

【公表番号】特表2005-502751(P2005-502751A)
【公表日】平成17年1月27日(2005.1.27)
【年通号数】公開・登録公報2005-004
【出願番号】特願2003-526978(P2003-526978)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/672    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  63/672   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月12日(2008.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジオールとスルホン化ジカルボン酸とから誘導される繰り返し単位を含む組成物であっ
て、
　前記組成物が、下記式
Ｈ－{［－Ｏ－Ｒ１－］ｙ－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ａ（Ｒ２）ｚ（ＳＯ３Ｍ）－Ｃ（Ｏ）}ｃ－［
－Ｏ－Ｒ１－］ｘ－ＯＨを有するコポリエーテルであり；式中、Ｒ１は、Ｃ３もしくはＣ

６～Ｃ１２直鎖アルキレン基、ＣＨ２－ＣＨ（２－ｎ）（ＣＨ３）ｎ－ＣＨ２または（Ｃ
Ｈ２）３－Ｏ－（ＣＨ２）３であり；Ｒ２はＣ１～Ｃ４アルキル基であり；Ａは基１個に
つき炭素原子を１～２０個有するヒドロカルビル基であり；Ｍは、水素、アルカリ金属、
アルカリ土類金属、第四級アンモニウム、ホスホニウム、またはこれらの２種以上の組み
合わせであり；ｎは１または２であり；Ａが脂肪族の場合にはｚが０となることを除き、
ｚは０～２であり；ｘおよびｙはそれぞれ１より大きく、（ｘ＋ｙ）が４～５０であり；
ｃは２～１０またはｃ＝１のコポリエーテルとｃ＝２～１０の１種または複数種のコポリ
エーテルとの混合物であり；好ましくは、ｘ、ｙおよびｃのそれぞれは、５００～１０，
０００の範囲内に前記組成物の数平均分子量をもたらす数であり、
　前記ジオールが、分子１個につき炭素原子を３個または６個～１２個有する直鎖のジオ
ール、ＨＯ－ＣＨ２－ＣＨ（２－ｎ）（ＣＨ３）ｎ－ＣＨ２－ＯＨ、ＨＯ－（ＣＨ２）３

－Ｏ－（ＣＨ２）３－ＯＨ、またはこれらの２つ以上の組み合わせであり；式中ｎは１ま
たは２であり、
　前記ジオールから誘導される繰り返し単位に対する前記スルホン化ジカルボン酸から誘
導される繰り返し単位のモル比が、１：５～１：１００の範囲、好ましくは１：１０～１
：６０の範囲であり、
　前記スルホン化ジカルボン酸が、脂肪族スルホン化ジカルボン酸、もしくはその塩、も
しくはそのエステル；芳香族スルホン化ジカルボン酸、もしくはその塩、もしくはそのエ
ステル；またはこれらの２種以上の組み合わせであることを特徴とする組成物。
【請求項２】
　前記ジオールが、１，３－プロパンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，８－オ
クタンジオール、１，１０－デカンジオール、１，１２－ドデカンジオール、２－メチル
－１，３－プロパンジオール、２，２－ジメチル－１，３－プロパンジオール、ジ（１，
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３－プロピレングリコール）またはこれらの２種以上の組み合わせであり；好ましくは１
，３－プロパンジオールあり、
　前記スルホン化ジカルボン酸が、スルホコハク酸、３－（２－スルホエチル）ヘキサン
二酸、スルホン化フタル酸、スルホン化イソフタル酸、スルホン化テレフタル酸、スルホ
ン化ナフタレン酸、これらの塩、これらのエステル、またはこれらの２種以上の組み合わ
せであり、好ましくは５－スルホイソフタル酸または５－スルホイソフタル酸と５－スル
ホイソフタル酸ナトリウム塩との組み合わせであることを特徴とする請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　（１）第２のジオールと、（２）コポリエーテルと、（３）少なくとも１種の酸とから
誘導される繰り返し単位を含む組成物であって、
　前記第２のジオールが、エタンジオール、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタン
ジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノールまたはこれらの２種以上の組み合わせで
あり、好ましくは１，３－プロパンジオールであり、
　前記コポリエーテルは、第１のジオールとスルホン化ジカルボン酸とから誘導される繰
り返し単位を含み、式Ｈ－{［－Ｏ－Ｒ１－］ｙ－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ａ（Ｒ２）ｚ（ＳＯ３

Ｍ）－Ｃ（Ｏ）}ｃ－［－Ｏ－Ｒ１－］ｘ－ＯＨを有し；式中、Ｒ１は、Ｃ３もしくはＣ

６～Ｃ１２直鎖アルキレン基、ＣＨ２－ＣＨ（２－ｎ）（ＣＨ３）ｎ－ＣＨ２または（Ｃ
Ｈ２）３－Ｏ－（ＣＨ２）３であり；Ｒ２はＣ１～Ｃ４アルキル基であり；Ａは基１個に
つき炭素原子を１～２０個有するヒドロカルビル基であり；Ｍは、水素、アルカリ金属、
アルカリ土類金属、第四級アンモニウム、ホスホニウムまたはこれらの２種以上の組み合
わせであり；ｎは１または２であり；Ａが脂肪族の場合にはｚが０となることを除き、ｚ
は０～２であり；ｘおよびｙはそれぞれ１より大きく、（ｘ＋ｙ）が４～５０であり；ｃ
は２～１０またはｃ＝１のコポリエーテルとｃ＝２～１０の１種または複数種のコポリエ
ーテルとの混合物であり；ｘ、ｙおよびｃのそれぞれは、５００～１０，０００の範囲内
に前記コポリエーテルの数平均分子量をもたらす数であり、
　前記酸が、テレフタル酸、イソフタル酸、フタル酸、ナフタレンジカルボン酸、４，４
’－ジフェニレンジカルボン酸、コハク酸、アジピン酸、これらのエステル、またはこれ
らの２種以上の組み合わせであり、好ましくはテレフタル酸、テレフタル酸ジメチルまた
はこれらの２種以上の組み合わせであり、
　前記スルホン化ジカルボン酸が、スルホコハク酸、３－（２－スルホエチル）ヘキサン
二酸、スルホン化フタル酸、スルホン化イソフタル酸、スルホン化テレフタル酸、スルホ
ン化ナフタレン酸、これらの塩、これらのエステル、またはこれらの２種以上の組み合わ
せであり、好ましくは５－スルホイソフタル酸ナトリウム塩であり、
　前記第１のジオールが、１，３－プロパンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，
８－オクタンジオール、１，１０－デカンジオール、１，１２－ドデカンジオール、２－
メチル－１，３－プロパンジオール、２，２－ジメチル－１，３－プロパンジオール、ジ
（１，３－プロピレングリコール）またはこれらの２種以上の組み合わせであり、好まし
くは１，３－プロパンジオールであることを特徴とする組成物。


	header
	written-amendment

